
1

2026/8/31

若手人材の挑戦と地域課題をつなぎ、
佐賀から社会実装を生み出す

～佐賀発・次世代イノベーター育成プログラム～
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➢ 各地域でイノベーション人材を発掘・育成し、日本全体のイノベーションエコシステムの形成を
めざす経済産業省の取り組み

➢ 地域に眠る、優れたIT技術・アイデアを持つ若手人材を発掘し、PMの伴走により成長と価値
創造を支援

発掘

突出したIT技術・
アイデアを持つ若手人材

育成

プロジェクトマネージャー
による伴走支援

接続

地域の大学・企業・
支援機関とのネットワーク

創出

プロトタイプ・社会実装・
新たな価値創造

産官学連携による佐賀発・次世代イノベーター育成プログラム

「SAGA IGNITE（ｻｶﾞｲｸﾞﾅｲﾄ）」を始動！

経済産業省「AKATSUKIプロジェクト」

出典：経産省AKATSUKIプロジェクトhttps://mitouteki.jp/r7/about/
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佐賀の地域課題と、佐賀にある可能性

顕在化する地域課題

⚫ 人口減少・若者の域外流出

⚫ 一次産業・地域産業の担い手不足

⚫ 中小企業・小規模事業者のDXの遅れ

⚫ 地域福祉・ケアの担い手不足

⚫ 文化資産の発信・活用不足

佐賀に蓄積された可能性

⚫ 佐賀にゆかりのある若手人材

⚫ 大学・研究機関の研究シーズ

⚫ 地域企業が持つ技術・経験・ネット

ワーク

⚫ 産官学連携による支援体制

佐賀の地域課題と若手人材を結ぶ仕組みが必要
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地域課題

発見・設定

解決策

企画・検討

IT
プロトタイプ
開発

地域接続

検証・実証

社会実装

次の挑戦へ

➢ 佐賀発のイノベーション人材を育成

SAGA IGNITEが担う役割

この地、佐賀と向き合い、社会実装の入口まで挑戦する実践型プログラム
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• 最大100万円の

プロトタイプ開発費支援

• アイデアを形にするため

の資金面のハードルを

軽減

2 PMによる伴走

• 課題設定から企画・開

発・発表まで専門性を

持つPMが継続支援

• クリエータの主体性を

尊重し、挑戦をリード

3 地域との接続

• 産官学連携による支援

体制

• 実証・事業化・次の挑戦

へつながる関係を構築

SAGA IGNITE 3つの特徴

1 開発支援
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佐賀の地域課題を、挑戦のテーマに

Next 
SAGA

人口・人材の
流出・縮小

Root 
SAGA

一次産業の
技術・知識継承

Switch 
SAGA

中小企業の
DX入口

Care 
SAGA

地域福祉・ケアの
担い手不足

Legacy 
SAGA

文化資産の
発信・活用不足

Free

自由に設定する
佐賀の地域課題

➢ 15～39歳のクリエータがテーマを選び、自ら課題を設定し、解決策を実装

「次の世代へ」前向きに転換 産業の暗黙知・技術を継承 DXの入口へ 180°転換

新しいケアのかたちへ 文化資産を誇りに際立たせる 自由に挑む佐賀の地域課題
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産官学の専門性を結集した伴走体制

【 後 援 】 佐賀県 ・ 佐賀市 ・ さが産業ミライ創造ベース（RYO-FU BASE）

経済産業省「AKATSUKIプロジェクト」

事業主体・運営事務局

地域創生Coデザイン研究所
企画・運営・全体統括

地域連携

NTT西日本 佐賀支店
地域連携・運営支援

佐賀大学

地域イノベーションを牽引する知の拠点

西九州大学

健康・福祉からデジタル人材を育成

鳳雛塾

地域の起業家精神を育むNPO

SDCソリューションズ

クラウド・DX支援のIT企業

連携機関（産官学連携による伴走支援）
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めざす姿

若手人材が佐賀で挑戦を続け、

地域課題から新たな事業が生まれる循環をつくる

佐賀の課題を、若者の挑戦の舞台へ。

プロジェクトの今後とめざす姿

Demo 
Day

プログラム
設計準備

クリエータ
募集・選考

キックオフ・
合宿

プロト
タイプ開発

社会
実装

2026年4月 2026年6～８月

2026年8月30日、31日 2027年２月6日

2027年4月頃～

10月25日
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